
変更前 変更後
●運転上の制限からの逸脱
・運転中の窒素ガス分離装置が全台停⽌した場合（速やかに再起
動⼜は他の装置に切り替えた場合を除く）
・待機中の窒素ガス分離装置１台が専⽤ディーゼル発電機により
動作可能でない場合
・格納容器内⽔素濃度が２．５％を超えた場合

●運転上の制限からの逸脱
・運転中の窒素ガス分離装置が全台停⽌した場合（速やかに再起
動⼜は他の装置に切り替えた場合を除く）
・待機中の窒素ガス分離装置１台が専⽤ディーゼル発電機により
動作可能でない場合
・格納容器内⽔素濃度が２．５％を超えた場合

通報基準・公表⽅法の⾒直しに伴う読み替え（窒素ガス分離装置）

 運転上の制限から窒素ガス分離装置の記載がなくなることから削除する。
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【参考】 7⽉23⽇認可の実施計画の変更概要

条⽂番号 内容 変更の理由

実施計画Ⅲ第1編

第25条
格納容器内の不活性雰囲気の
維持機能

運転上の制限のうち以下の条⽂を削除
・運転中の窒素封⼊設備(窒素ガス分
離装置1台が運転中であること)

・待機中の窒素封⼊設備(窒素ガス分
離装置1台が専⽤ディーゼル発電機
により動作可能であること)

事故後10年以上が経過して
崩壊熱が減少しており，現
状では窒素封⼊が停⽌した
場合でも⽔素濃度2.5%到
達まで2週間程度の時間余
裕があるため

第29条
所内電源系統 第25条の記載を削除

窒素ガス分離装置が「第25
条で要求される設備」でな
くなるため

 実施計画Ⅲ第1編第25条(格納容器内の不活性雰囲気の維持機能)は，⽔の放射線分解で発
⽣する⽔素により原⼦炉格納容器内の⽔素濃度が可燃限界になることを防⽌するために
設定している。

 事故後初期は崩壊熱が⾼く，⽔素濃度が可燃限界（4％）に⾄る余裕時間が短かったが，
事故後10年以上経過したことから，崩壊熱が減少しており，現状では窒素封⼊が停⽌し
た場合でも⽔素濃度が2.5%到達まで2週間程度※1の時間余裕があり，不活性雰囲気維持
の観点では窒素を常時封⼊する重要性は⼤きく低下している。

 このことから，実施計画Ⅲ第1編第25条「格納容器内の不活性雰囲気の維持機能」の運
転上の制限を変更する。（窒素封⼊設備の記載を削除）

※１︓原⼦炉格納容器より体積の⼩さい原⼦炉圧⼒容器に⽔素が滞留すると仮定した場合の保守的な評価
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